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【内容要旨】 

本研究は生活保護現業員のメンタルヘルス向上のために自己効力感の情報源に働き

かける介入プログラムを作成し評価することを目的とした。 
対象は A 県内の 3 市の生活保護現業員で、B 市・C 市を介入群、D 市を対照群とした。 

介入群には自己効力感の情報源である自己の成功経験、代理的経験、言語的説得を強化し

た事例検討を実施し、自己効力感の情報源等の変化を群間で比較し評価した。 

B 市では中間時点で自己の成功経験と言語的説得で、介入終了後では代理的経験で正

の関連を認め介入効果を確認できた。C 市では介入終了後に自己の成功経験と言語的説得

で負の関連を認めたが、介入効果を示す肯定的な意見感想が多く、一定の介入効果を確認

できた。 

生活保護現業員の自己効力感の情報源に働きかける介入プログラムは効果が認められた

が、実施の際には生活保護率増加等の業務状況を考慮する必要性が示唆された。 
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